
安曇野は昔、海だった!? 

 私たちが住んでいるこの安曇野は、昔海であった

時の記憶が残されています。主に、ウミ(湖)だったこの

土地を人が住めるようにしたという、母の犀龍とその

子、泉小太郎による伝説があげられます。 

 では、どのくらい昔の話なのでしょうか？そのカギを
握るのは、「フォッサマグナ」です。 

 フォッサマグナとは、「大きな溝」を意味する言葉で
す。日本列島の中央部にある周囲の地層に比べて新
しい地層でできている溝の地帯のことをいいます。こ

の溝の西端が、「糸魚川静岡構造線」です。 
 安曇野はちょうどフォッサマグナに入る地域がありま
す。約 1300 万年前あたりは、まだこの地域は海でし

た。それから次第に約 300万年前あたりで陸地になっ
たようです。 
 市内にあるその時代の地層から、クジラの化石や貝

の化石等海に住む生き物の化石が出土しました。 
豊科郷土博物館には、大口沢から出土した太古の

生物が垣間見える、「生
せい

痕
こん

化
か

 

石
せき

(レプリカ)」が置かれていま 
す。そちらも是非見に行って 
みてください。 
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も
の
に 

 
 

 
 

 
 

 

七
十
代 

男
性 

 

定
年
後
の
第
二
の
人
生
は
、
ア
ル
プ
ス

登
山
を
満
喫
し
ょ
う
と
安
曇
野
に
移
住

し
て
き
た
私
。 

「こ
の
ま
ち
を
好
き
に
な
る
に
は
、
こ
の
ま

ち
の
歴
史
や
文
化
を
知
ら
ね
ば
」と
、
図

書
館
通
い
が
始
ま
っ
た
。 

 

静
か
な
郷
土
コ
ー
ナ
ー
で
様
々
な
資
料 

を
読
み
進
め
て
い
て
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史

や
文
化
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
る
グ 

ル
ー
プ
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
早
速
入
会

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。 

そ
れ
か
ら
は
、
安
曇
野
の
歴
史
・文
化

の
奥
深
さ
に
ま
す
ま
す
魅
了
さ
れ
て
い

く
私
。
そ
の
キ
ッ
カ
ケ
を
つ
く
っ
て
く
れ
た

図
書
館
に
感
謝
し
て
い
る
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こ
れ
か
ら
、
年
を
重
ね
て
「改
め
て
ふ
る

さ
と
を
見
つ
め
直
し
て
み
よ
う
」
と
す
る

熟
年
（壮
年⁇

）が
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
児
童
や
お
母
さ
ん
向
け
の
サ

ー
ビ
ス
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
に
は
賛

成
で
す
。
た
だ
、
「
人
生
を
よ
り
充
実
し

た
も
の
に
し
よ
う
」と
す
る 

人
々
向
け
講
座
や
書
籍 

展
示
会
な
ど
の
企
画
が 

増
え
る
こ
と
に
期
待
し 

た
い
。 

私
と
図
書
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ら ぶ  っ  く 

中央図書館 

（レファレンス） 

 

  

 

好奇心の架け橋に  

明科図書館「おでかけ図書館」から 

「公民館講座とても面白

かったわ。本も面白そう。」

「この分野にこんなにたく

さんの本があったなんて驚

いた。」様々な声に励まさ

れて回数を重ねることがで

きました。 

         講座の余韻の残る会場の 

廊下、興味津々で本を見て 

くださるお客様。善光寺裏

街道の講座では、「あなたの知らない長野県

の歴史」「峠の歴史学」「弥次喜多道中 in 安

曇野・塩尻・松本・池田・大町」等、文化や

歴史の本に関心が集まりました。これからも

講座を訪れる皆様の好奇心と本とをつなぐ架

け橋になれたらと思います。 
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(図書館ホームページ(蔵書・資料の検索もできます) 
http://www.city.azumino.nagano.jp/site/tosho 
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三
月
と
言
え
ば
、
各
地
か

ら
花
の
便
り
が
届
き
だ
し
、

寒
い
信
州
も
春
ら
し
さ
が
増

し
て
く
る
時
期
で
す
が
、
何

か
物
寂
し
さ
を
感
じ
る
の

は
、
卒
園
・
卒
業
な
ど
別
れ

の
季
節
だ
か
ら
で
し
ょ
う

か
？ 幾

つ
か
の
楽
し
か
っ
た
思

い
出
や
悲
し
か
っ
た
こ
と
な

ど
を
胸
に
、
新
し
い
生
活
が

始
ま
る
方
も
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
本
を
求

め
て
図
書
館
へ
通
っ
た
日
々

を
忘
れ
ず
に
、
本
を
読
む
習

慣
を
ず
っ
と
続 

け
て
ほ
し
い
と 

思
い
ま
す
。 
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一般書 

１ マスカレード・ナイト／東野圭吾 

２ 大家さんと僕／矢部太郎 

３ そして、バトンは渡された／瀬尾まいこ 

４ 屍人荘の殺人／今村昌弘 

５ 素敵な日本人／東野圭吾 

６ 蜜蜂と遠雷／恩田陸 

７ 帰り来ぬ青春／藤田宜永 

８ コーヒーが冷めないうちに／川口俊和 

９ 人魚の眠る家／東野圭吾 

10 夜明けの街で／東野圭吾 

 

児童書 

１ おばけのてんぷら／せなけいこ 

２ きんぎょが にげた／五味太郎 

３ ぼくらのだいぼうけん／ぎぼりつこ 

４ しろくまちゃんのほっとけーき／わかやまけん 

５ だるまさんの／かがくいひろし 

６  バムとケロのおかいもの／島田ゆか 

７ おべんとうばこのうた／さいとうしのぶ 

８ しずくパークにようこそ！／ぎぼりつこ 

９ 11ぴきのねことあほうどり／馬場のぼる 

10 11 ぴきのねことへんなねこ／馬場のぼる 

 

AV資料 

１ 未来のミライ／細田守 

２ 崖の上のポニョ／宮崎駿 

３ ゲゲゲの鬼太郎／本木克英 

中央図書館から 

 
 

一般書 『図書館さんぽ』  

図書館さんぽ研究会／著  駒草出版 

          編集者・ライター・元図書館スタッ

フ・元書店員など図書館と散歩と本

をこよなく愛するメンバーが集う「図

書館さんぽ研究会」が編集した本。 

この本では全国の様々な図書館が

紹介されており、長野県内では木曽町図書館と小

布施町立図書館が掲載されています。また、東京を

中心とした一日楽しめるおさんぽコースも載ってい

ます。お出かけのついでに、いつもと違う図書館に

寄ってみるのはいかがでしょうか？ 
 

児童書 『こども 学問
がくもん

のすすめ』 
齋籐 孝／著  (株)筑摩書房 

         「学問のすすめ」は福澤諭吉と

いう人が書きました。今から 100年

以上も前の明治時代に書かれた

ものです。 

福澤先生は一万円札に描かれ

ていますね。 

何のために学ぶの？ただ本を読むだけでいい

の？勉強することの意味や大切さが書かれている本

です。 

児童向けに読みやすくなっているので、この本を

読んで学んで行動してみよう。 
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